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News release 
2022年 6月 22日 

PwCコンサルティング合同会社 

      

PwCコンサルティング、株式会社MatrixFlow社の AIを活用した

GHG排出量算定方法を開発 
～製品単位での効率的な GHG排出量算定の実現～ 

 
 

PwC コンサルティング合同会社（東京都千代田区、代表執行役 CEO：大竹 伸明、以下「PwC コンサル

ティング」）は、製品単位での効率的な GHG 排出量算定の実現を目指し、AI 活用プラットフォーム

「MatrixFlow」を提供する株式会社 MatrixFlow（以下、MatrixFlow 社）と協業し、AI を活用した GHG 排

出量算定方法を開発しました。 
 

 

背景と目的 

脱炭素社会の実現に向け、環境などに配慮した投資である ESG 投資が、グローバルで広まりつつあり

ます。国は、算定・報告・公表制度を設け、一定規模以上の温室効果ガスを排出している事業者に対して、

排出量の公表を義務付けています。排出量の一般的な算定手法は、製品の数量や金額といった「活動

量」に「排出原単位」と呼ばれる係数を乗じて計算されます。しかし、排出原単位は製品ごとに定められた

固定値を適用することが多く、事業者側の努力が反映されないといった課題が指摘されています。 

また、計算が複雑であることから、算定作業を行う現場にも負担が発生しています。 

 

協業内容 

このような状況を受け PwCコンサルティングは、MatrixFlow社が有する AI技術を活用し、従来の「排出

原単位」の固定値を用いるのではなく、各社の実排出量データを適用することで、効率的かつ高度な製

品単位の GHG 排出量算定を可能としました。今回の手法は、PwC コンサルティング独自の算定ロジッ

クを盛り込み、より一層高度なものとなっています。 

 

今後の展望 

今後、サプライチェーン全体として GHG 排出量データの定量管理が求められ、サプライチェーン上の製

品ごとの排出量算定がさらに重要視されることが想定されます。 

PwC コンサルティングは、本取り組みの成果及びサプライチェーン上の脱炭素化および ESG 経営に関

する知見を活かし、企業の ESG 経営を推進し、サプライチェーン上の脱炭素化の実現に向けた支援業

務を行ってまいります。 

 

 

以上 
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PwCコンサルティング合同会社について    🖳 www.pwc.com/jp/consulting 

PwC コンサルティング合同会社は、経営戦略の策定から実行まで総合的なコンサルティングサービスを提供しています。

PwC グローバルネットワークと連携しながら、クライアントが直面する複雑で困難な経営課題の解決に取り組み、グロー

バル市場で競争力を高めることを支援します。 

 

PwC Japanグループについて                               🖳 www.pwc.com/jp 

PwC Japanグループは、日本における PwCグローバルネットワークのメンバーファームおよびそれらの関連会社の総称

です。各法人は独立した別法人として事業を行っています。複雑化・多様化する企業の経営課題に対し、PwC Japan グ

ループでは、監査およびアシュアランス、コンサルティング、ディールアドバイザリー、税務、そして法務における卓越した

専門性を結集し、それらを有機的に協働させる体制を整えています。また、公認会計士、税理士、弁護士、その他専門ス

タッフ約 9,400 人を擁するプロフェッショナル・サービス・ネットワークとして、クライアントニーズにより的確に対応したサー

ビスの提供に努めています。 
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